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「魅力度最下位」機に、短歌で県内の魅力発信
●疲れたら帰っておいでと渡良瀬の青葦そよぐ胸の奥まで
　広大な遊水地に半日遊び、一首が湧き出ました。私、
佐藤孝子（写真上の中央左）は県内の短歌愛好団体で作
る「栃木県歌人クラブ」の会長です。８月末、短歌界の
仲間と、遊水地に「わたらせを詠む旅」に。ここ谷中湖
に浮かぶ中の島から始まり、ヨシ原や絶滅危惧植物、コ
ウノトリの巣塔と見て回り、大自然を満喫しました。
　２年前、県民に衝撃が走りました。調査会社の「都
道府県魅力度ランキング」で、何と栃木県が初の最下
位。不満の後、考え直しました。「なかなかなれないビ
リを楽しもう」。芸術は人を元気にできます。県内の埋
もれている魅力を再発見する〈ビリからの短歌〉を公募。
１９５首も集まり、昨秋に歌集「イチオシ栃木　とちぎ
の魅力をうたおう」（写真左下）を出版したのです。
　栃木びとの「深くしずかな栃木愛」が伝わる、新たな『観
光案内』です。遊水地も、コウノトリのひなの誕生の歌
など数首が載って、県民の関心を掻き立てます。
　私、馬淵のり子（写真上の中央右）は、会長を囲む短
歌会の事務局を務めます。今春、遊水地をテーマに選ん

で初めて訪れ、一気に２０首を詠みました。それまでの
私同様に、訪れたことがない県民が多いのは「もったい
ない」と実感しました。さて今日の旅の終盤、会長から
全員に宿題が。「では１０首ずつ今日の見聞を詠みましょ
う」（写真右下）。個性豊かな遊水地の歌が増えます。
　連絡はクラブの𠮷﨑さん（☎０２８-６６１-２１８１）。

32


